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建築ＢＩＭの将来像と工程表 検討体制について

○部会を横断する課題・データの利用拡大に資する重要課題について、連携すべきインプットとアウ
トプットを明確にした個別のTF（タスクフォース）を設置し、社会実装を加速化

○部会を横断する課題・データの利用拡大に資する重要課題について、連携すべきインプットとアウ
トプットを明確にした個別のTF（タスクフォース）を設置し、社会実装を加速化

部会①
・将来像と工程表
・ガイドライン 等国土交通省

戦 略 W G
各TFの進捗管理、部会①の部会長への報告

部 会 ② 部 会 ③ 部 会 ④部 会 ⑤
BIMライブラリ

技術研究組合(BLCJ)
建築確認における
BIM活用推進協議会

日本建築積算協会buildingSMART Japan

✓ 建築、構造、設備の
属性情報の標準化

（空間、床、壁、天井、防水、外壁は
未整備）

✓ BIMの生データを用いた
審査方法の検討

✓ 審査に適したBIMビュー
アの検討

✓ BIMによる積算手法検討
✓ 建築物の部位や設備等

の分類体系を整備

✓ IFC・ビューア・CDEに
係る初期検討

✓ 施工段階の属性情報の
標準化（一部のみ）

BIMを活用した建築生産・維持
管理に係るワークフローの整備

BIMの形状と属性情報の標準化 BIMの情報共有基盤の整備 BIMを活用した確認検査の実施 BIMによる積算の標準化

【R5新設】

✓ TFの運営・実施

・関連部会の主要メンバー

で構成

(必要に応じて関係団体)

・ロードマップに基づき

ワークと役割分担を整理

✓ 戦略WGの運営・実施

・定期的に各TFの進捗を

管理

審 査 T F【R5新設】

・確認審査用の属性情報の整理
・確認申請用IFC等のルール策定
・確認申請用ビューア・CDEの仕様書作成

標 準 化 T F

・設計、施工段階での属性情報の標準化
・ソフトウェア間・外部データとの連携方法の確立

【R5新設】

[リーダー：部会３]

[リーダー：部会５]

[ データ連携環境の整備 ]

[ BIMによる建築確認の環境整備 ]

[維持管理・運用段階
におけるデジタル化]
は別途検討
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TFにおける～2025年度成果までの主な取組内容

•BIM図面審査運用に
向けた準備
（ガイドライン・マニュアル、ツール等
の完成と、これらを活用した周知・準
備等）

•確認申請用CDEシステ
ムを構築

• （仕様書に基づく開発②および電子
申請受付システムとの連携）

・BIM図面審査のための
ガイドライン・マニュアル案、
ツール案等を作成

（確認申請図書作成、審査等）

）

・確認申請用CDEシステム
を構築
（仕様書に基づき開発①）

・BIM図面審査における
審査を定義 

（整合性確認省略のデータ要件、PDF形
式の図書・IFCデータを用いた審査方法
等）

・BIM図面審査に用いる
確認申請用CDEｼｽﾃﾑの
仕様書を作成

 (クラウドシステムとしての機能要件を
整理)

• ・ユースケースとしての

• 概算を含む外部データ

• との連携の試行

• ・標準パラメータリストと
• その利用方法の公開

• ・ユースケースの検討と、
•  社会実装を図るための  
• 中間ファイル等の策定
•

・対象とするオブジェクトの
網羅的な枠組みを整理

・標準パラメータリストとして  
部位毎/工種毎に属性情
報を整理

異なる
ソフト間で
支障なく
データ連携
できる環境

BIM図面
審査開始

成果2023年度（R5） 2024年度（R6） 2025年度（R7）
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査
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F
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現時点でのイメージであり今後の
検討により変わり得る点に留意
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